
遥
か
彼
方
に
幻
影
の
ご
と
く
た
た
な
づ
む
、
「
佛
舞
」
の
洲
流
を
追
い
求

め
、
こ
の
数
年
間
、
中
国
各
地
を
踏
査
し
て
き
た
。
そ
し
て
、
そ
の
始
原
の

形
が
「
菩
薩
の
舞
」
で
あ
り
、
そ
れ
が
、
中
央
ア
ジ
ア
を
経
て
、
イ
ン
ド
ー

チ
ベ
ッ
ト
ー
踵
安
ｌ
寧
波
１
糸
崎
へ
と
齋
さ
れ
た
こ
と
等
が
明
碓
に
見
え
て

き
た
。
し
た
が
っ
て
、
次
に
残
さ
れ
た
課
題
は
、
中
脚
奥
地
に
伝
承
さ
れ
る

西
蔵
系
佛
教
伝
承
芸
能
・
舞
踏
と
の
比
較
研
究
と
音
楽
の
問
題
で
あ
る
、
こ

の
内
、
舞
の
動
態
解
析
研
究
は
進
行
中
で
あ
る
が
、
音
楽
に
つ
い
て
の
問
題

等
は
、
現
在
手
つ
か
ず
の
ま
ま
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
本
稲
で
は
「
佛
舞
」
の
音
楽
に
関
す
る
い
さ
さ
か
の
鄙
見
を
、

こ
こ
に
申
し
述
べ
て
お
き
た
い
。

さ
て
、
先
柚
で
明
ら
か
に
し
て
き
た
よ
う
に
、
現
在
、
全
側
に
伝
承
さ
れ

る
「
佛
舞
」
は
、
僅
か
に
そ
の
数
、
十
三
を
貝
え
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
内
、

「
佛
舞
」
の
み
を
独
立
さ
せ
た
形
で
奉
納
さ
れ
る
も
の
は
、
京
都
府
舞
鶴
市

「
佛
舞
」
の
原
風
景

Ｉ
、
始
め
に

「
佛
舞
」
の
原
風
殿

ｌ
そ
の
音
楽
的
相
承
を
中
心
に
Ｉ

松
尾
の
松
尾
寺
と
福
井
県
細
井
市
糸
崎
町
に
あ
る
糸
崎
寺
の
二
寺
だ
け
で
あ

る
が
、
と
く
に
、
糸
崎
寺
の
「
佛
舞
」
は
、
総
合
的
に
も
音
楽
的
に
見
て
も

省
略
が
極
め
て
少
な
い
も
の
で
あ
る
。

し
か
も
、
蛍
亜
な
案
町
期
の
縁
起
が
残
さ
れ
て
お
り
、
内
容
・
文
献
の
向

面
か
ら
も
古
い
も
の
を
今
に
伝
え
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。

ま
た
、
多
く
の
曲
月
の
内
の
一
つ
と
し
て
奉
納
さ
れ
る
、
隠
岐
島
・
池
川

脚
分
寺
の
「
佛
舞
（
迩
堆
公
卿
こ
も
随
所
に
占
色
を
閉
め
て
お
り
、
総
て

難
い
祁
分
が
あ
る
の
で
、
本
柚
で
は
、
他
の
佛
舞
伝
承
地
と
少
し
く
異
な
る

糸
崎
寺
・
松
尾
寺
・
国
分
寺
の
三
寺
に
焦
点
を
絞
り
つ
つ
、
雅
楽
と
深
く
関

わ
る
糸
崎
寺
の
楽
曲
の
特
蘭
を
こ
の
三
寺
を
通
し
て
、
僅
か
な
紙
幅
の
中
で

は
あ
る
が
、
叫
能
な
限
り
覗
き
兄
て
み
た
い
。

何
故
な
ら
、
古
代
ア
ジ
ア
諸
国
に
お
い
て
、
古
代
音
楽
は
、
そ
の
姿
を
ほ

と
ん
ど
喪
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
日
本
で
は
、
か
な
り
の
部
分
が
Ｈ
本
化

し
つ
つ
も
、
残
存
し
て
お
り
、
そ
の
伎
楽
、
唐
楽
、
と
く
に
、
俗
楽
と
胡
楽

の
原
風
景
を
佛
教
文
化
・
儀
礼
・
伝
承
芸
能
等
の
巾
で
捉
え
る
こ
と
も
必
要

だ
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

村

上
美
登
志



糸
崎
の
「
佛
舞
」
で
使
用
さ
れ
る
楽
器
類
は
、
鳳
笙
、
龍
笛
（
太
笛
）
、

蕊
築
、
鉦
（
六
斎
ガ
ネ
）
で
あ
る
。
そ
の
他
、
往
古
に
は
荊
鼓
と
鉦
鼓
も
使

川
さ
れ
て
い
た
が
、
現
在
は
、
平
安
末
～
鎌
倉
期
の
古
い
佛
面
と
共
に
寺
内

に
保
管
さ
れ
て
い
て
、
現
在
の
「
佛
舞
」
の
奉
納
に
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。

次
に
、
楽
譜
類
は
、
楽
人
達
の
所
謂
楽
家
に
近
世
期
辺
り
の
も
の
が
二
冊

残
さ
れ
て
い
た
が
、
昨
年
訪
れ
た
際
に
は
、
持
ち
主
が
没
し
て
い
た
り
、
世

代
交
稗
が
あ
っ
た
り
、
引
越
し
等
々
で
所
在
不
明
と
な
っ
て
い
た
の
で
、
本

稿
は
、
九
年
前
の
メ
モ
を
頼
り
に
執
筆
し
て
い
る
（
雅
楽
は
元
来
、
口
伝
で

行
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
で
い
う
譜
血
等
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
忘

備
録
的
な
も
の
を
指
し
て
い
る
）
。

そ
の
二
冊
と
は
（
他
は
、
明
治
・
大
正
期
の
も
の
）
、
塞
藥
と
龍
笛
の
譜

一
抑
沙
一

で
あ
る
。
築
藥
譜
の
〈
壹
越
調
〉
に
は
、
「
迦
陵
頻
急
」
、
「
蘭
陵
王
」
、
〈
平

調
〉
に
は
、
「
五
常
楽
急
」
、
「
老
紺
ｆ
」
、
「
越
殿
楽
」
、
〈
轆
渉
調
〉
に
は
、

「
千
秋
楽
」
、
「
越
殿
楽
」
、
〈
太
食
調
〉
に
は
、
「
抜
頭
」
、
「
輪
鼓
繩
脱
」
等
に
、

詳
細
な
書
き
込
み
や
傍
注
が
付
さ
れ
て
あ
り
、
そ
の
最
末
尾
に
、

元
四
拍
子
曲
△
一
シ
、
ノ
太
鼓
ョ
リ
付
ケ
ル

ミ
八
六
拍
子
曲
ハ
初
太
鼓
ヨ
リ
付
ケ
ル

ー
、
打
物
ハ
Ⅲ
拍
子
物
ハ
太
鼓
ノ
上
ヨ
リ
ー
ッ
拍
子
ョ
リ
付
ケ
ル

ー
、
八
六
拍
子
ノ
曲
ハ
初
太
鼓
ノ
上
ノ
ニ
ッ
拍
子
ョ
リ
付
ケ
ル

Ⅱ
、
糸
崎
町
・
育
王
山
龍
華
院
糸
崎
寺
（
真
言
宗
）
の

「
佛
舞
」
楽
曲

等
と
、
覚
え
書
き
が
な
さ
れ
て
い
る
。

も
う
一
つ
の
龍
笛
譜
に
は
、
〈
壹
越
調
〉
が
十
五
曲
、
〈
平
調
〉
が
五
曲
、

〈
盤
渉
調
〉
が
三
曲
、
〈
太
食
調
〉
が
三
曲
収
め
ら
れ
て
い
て
、
こ
れ
に
も
青

楽
的
な
書
き
込
み
が
見
ら
れ
る
。

糸
崎
の
楽
人
達
は
、
往
普
か
ら
世
襲
制
を
と
っ
て
い
た
の
で
、
昭
和
三
卜

年
代
ま
で
は
、
そ
の
伝
承
は
崩
れ
る
こ
と
な
く
受
け
継
が
れ
て
い
た
。
Ｉ

そ
し
て
、
こ
れ
は
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
佛
教
伝
承
芸
能
で
あ
る
「
佛
舞
」

の
原
風
景
を
明
ら
め
る
契
機
に
な
り
う
る
甚
だ
重
大
な
要
素
を
有
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

次
に
、
糸
崎
の
「
佛
舞
」
に
特
徴
的
な
も
の
に
「
行
道
」
が
あ
っ
て
、
そ

の
「
行
道
」
に
は
、
〈
平
調
〉
の
「
越
殿
楽
」
の
み
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
打
ち
物
が
使
用
さ
れ
る
の
は
、
「
行
道
」
の
後
半
部
分
と
「
念
菩
薩

の
舞
」
、
「
三
番
太
鼓
の
舞
」
の
後
半
部
分
の
み
に
限
ら
れ
、
吹
奏
は
そ
の
逆

ね
と
り

と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
卉
取
」
、
「
調
子
」
、
「
吹
き
止
め
」
等
の
奏
楽
に
、

伝
統
的
な
雅
楽
の
そ
れ
は
淵
て
嵌
ま
ら
な
い
。

し
か
し
、
こ
の
現
象
は
、
雅
楽
と
し
て
の
基
本
が
崩
れ
て
き
て
、
そ
う
な

っ
た
の
か
、
元
来
の
「
佛
舞
」
に
独
向
に
伝
承
さ
れ
て
来
た
も
の
な
の
か
を
、

－
１
－

俄
か
に
結
論
付
け
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
打
ち
物
に
、
壹
鼓
の
名
残
が
強

く
感
じ
ら
れ
、
し
か
も
拍
子
や
、
調
子
か
ら
総
合
的
に
判
断
し
て
も
、
往
古

（
一
列
）

に
は
糸
崎
の
「
佛
舞
」
に
、
幻
の
「
一
曲
」
が
用
い
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が

大
き
い
こ
と
は
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

す
な
わ
ち
、
註
の
（
５
）
に
詳
述
し
て
お
い
た
よ
う
に
、
二
人
舞
で
左
方

け
い
ろ
う
こ

の
舞
人
が
鶏
婁
鼓
を
首
に
架
け
、
右
手
に
溌
を
持
ち
、
左
手
に
兆
鼓
を
持
つ

二



松
尾
寺
の
「
佛
舞
」
で
使
用
さ
れ
る
楽
器
は
、
ご
く
限
ら
れ
た
楽
人
達
に

よ
っ
て
演
奏
さ
れ
る
蕊
藥
、
龍
笛
、
掲
鼓
、
太
鼓
等
で
あ
る
。
た
だ
し
、
梼

方
の
家
に
鳳
笙
が
一
符
残
さ
れ
て
お
り
、
楽
譜
に
鉦
鼓
を
使
用
し
た
痕
跡
も

認
め
ら
れ
る
の
で
、
往
古
に
は
鳳
笙
・
鉦
鼓
も
使
用
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
担
当
者
は
、
所
謂
楽
家
に
相
当
す
る
も
の
で
、
代
々
、
家
に
伝

承
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
寺
に
伝
わ
る
一
番
古
い
資
料
は
、
お
よ
そ
二

百
五
十
年
前
の
寛
延
年
間
の
住
職
慧
雲
等
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
も
の
が
、

数
点
伝
存
し
て
い
る
の
で
、
幸
い
に
し
て
、
数
百
年
前
の
「
佛
舞
」
の
姿
を

て
振
り
鳴
ら
し
、
右
方
の
舞
人
は
壹
鼓
を
架
け
、
擢
を
持
っ
て
舞
う
と
い
う
、

「
行
道
」
に
用
い
ら
れ
る
舞
曲
と
の
共
通
点
が
、
舞
の
形
式
・
音
楽
的
両
面

に
、
偶
然
で
は
済
ま
さ
れ
な
い
程
、
あ
ま
り
に
も
多
い
の
で
あ
る
。

そ
こ
に
は
、
左
方
・
右
方
の
舞
楽
と
、
「
菩
薩
」
（
壹
越
調
）
の
序
と
の
関

わ
り
が
色
濃
く
看
取
さ
れ
る
。

糸
崎
の
「
佛
舞
」
は
、
他
と
異
な
り
、
お
よ
そ
千
二
百
五
十
年
程
前
に
、

こ
の
地
に
伝
来
し
た
こ
と
は
、
先
稿
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
ま
ず
動
か
な

い
の
で
、
全
く
故
の
な
い
こ
と
で
は
な
い
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
、
こ
れ
ま

で
の
佛
教
伝
承
芸
能
を
改
め
て
考
え
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
位
の
極
め
て

古
い
要
素
が
、
そ
の
歴
史
と
共
に
、
「
佛
舞
」
の
楽
曲
に
内
包
さ
れ
て
い
る

と
言
っ
て
い
い
の
か
も
知
れ
な
い
。

Ⅲ
、
舞
鶴
市
・
青
葉
山
松
尾
寺
（
真
言
宗
）
の
「
佛
舞
」
楽
曲

「
佛
舞
」
の
原
風
景

窺
い
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

次
に
、
如
上
に
述
べ
た
、
鳳
笙
・
鉦
鼓
が
往
古
に
使
用
さ
れ
て
い
た
と
す

る
と
、
こ
れ
は
、
前
の
糸
崎
と
同
じ
く
雅
楽
の
基
本
形
で
あ
る
三
管
三
鼓
が

図
ら
ず
も
揃
え
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
ど
こ
か
で

こ
の
伝
承
が
途
絶
え
た
の
で
あ
る
。

宵
楽
的
に
は
、
〈
平
調
（
下
無
の
券
州
気
も
蒜
干
残
る
が
）
〉
が
爺
も
近
い

も
の
で
、
そ
れ
は
、
小
曲
の
「
越
殿
楽
」
と
も
「
兀
常
楽
急
」
と
も
い
え
る

も
の
で
は
な
い
が
、
占
い
楽
譜
を
見
る
と
、
「
越
殿
楽
」
が
崩
れ
て
、
今
の

形
に
な
っ
て
き
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
断
ず
る
こ
と
が
出
来
る
（
練
習
不
足

と
い
う
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
）
。
こ
う
し
た
松
尾
寺
の
「
佛
舞
」
は
、
中
央

か
ら
の
影
響
を
受
け
た
特
徴
的
な
現
象
で
、
糸
崎
以
外
の
「
佛
舞
」
伝
承
地

も
異
口
同
音
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
打
ち
物
も
、
基
本
的
に
は
四
拍
子
で
刻
ま
れ
る
が
、
八
拍
子
の
雰

囲
気
も
残
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
「
佛
舞
」
全
体
を
見
る
と
、
行
道
の
音
楽

を
省
略
し
、
舞
い
残
り
の
退
出
作
法
も
省
か
れ
て
い
る
等
々
で
あ
る
が
、
こ

の
内
の
後
者
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
六
年
三
Ｈ
二
十
八
Ｈ
（
Ⅱ
）
の
練
料
会

に
参
加
し
た
折
に
、
関
係
肴
よ
り
伺
っ
た
話
に
よ
る
と
、
本
年
の
奉
納
時
に

は
、
元
の
形
に
復
活
さ
せ
た
い
と
の
、
寺
の
意
向
で
あ
っ
た
の
で
、
稿
者
な

り
の
簡
単
な
指
導
・
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
お
い
た
が
、
今
年
は
、
住
職
心
空

師
の
子
息
が
中
心
に
な
っ
て
早
く
か
ら
予
行
演
習
を
し
て
お
り
、
期
待
が
持

て
る
。糸
崎
の
「
佛
舞
」
も
、
こ
の
十
年
間
だ
け
を
と
っ
て
見
て
も
、
世
の
中
の

変
遷
、
新
旧
の
入
れ
替
わ
り
、
技
量
の
差
、
後
継
者
不
足
等
々
の
理
由
か
ら
、

一
一
一



内
容
的
に
省
略
は
な
い
が
、
時
間
的
に
は
三
分
の
｝
以
下
に
縮
め
ら
れ
て
来

て
、
他
と
同
じ
よ
う
に
形
骸
化
し
つ
つ
あ
る
。
永
く
持
ち
こ
た
え
て
行
っ
て

欲
し
い
も
の
で
あ
る
。
松
尾
寺
も
現
在
は
、
「
佛
舞
」
の
全
て
が
三
十
分
間

で
執
り
行
わ
れ
て
い
る
が
、
往
古
に
は
、
半
Ⅱ
近
い
時
間
を
費
や
し
て
奉
納

さ
れ
て
い
た
袴
で
あ
る
。

ま
た
、
松
尾
の
人
達
だ
け
で
は
、
「
佛
鮮
」
を
賄
い
き
れ
ず
、
近
年
は
近

隣
の
杉
山
の
住
人
に
手
を
僻
り
て
、
よ
う
や
く
の
こ
と
で
伝
統
が
守
ら
れ
て

い
ブ
（
》
○

一
＄
一

国
分
寺
の
「
佛
舞
」
で
使
用
さ
れ
る
楽
器
は
、
笛
、
太
鼓
、
饒
鉢
の
三
種

類
で
あ
る
。
怖
は
全
く
烏
で
の
手
作
り
の
も
の
で
、
雅
楽
に
用
い
ら
れ
て
い

ぜ
に
た
い
こ

る
そ
れ
で
は
な
い
。
太
鼓
は
、
や
や
大
振
り
の
銭
太
鼓
が
使
わ
れ
る
。

庫
裏
か
ら
舞
台
ま
で
の
「
行
進
」
（
舞
台
を
三
周
す
る
）
は
、
先
払
い
、

獅
子
（
両
側
に
子
供
の
眠
り
佛
が
従
う
）
、
楽
人
、
供
え
物
、
御
輿
、
僧
侶
、

村
の
代
表
と
続
き
、
「
五
常
楽
」
も
し
く
は
、
「
迦
陵
頻
急
」
の
崩
れ
た
形
の

楽
曲
に
乗
っ
て
執
り
行
わ
れ
、
法
会
の
後
に
「
眠
り
佛
と
獅
子
」
の
舞
が
奉

納
さ
れ
る
が
、
「
獅
子
と
獅
子
あ
や
し
の
舞
」
は
、
一
対
の
も
の
と
し
て
導

入
部
に
用
い
ら
れ
て
い
て
、
舞
楽
的
に
古
い
形
を
保
っ
て
い
る
こ
と
は
興
味

深
い
ｃ

は
や
ま
い

ま
た
、
脚
分
寺
の
「
佛
舞
」
に
は
、
「
静
か
舞
」
と
「
早
舞
」
の
二
種
が

あ
り
（
短
い
楽
節
を
夫
々
、
九
回
繰
り
返
し
て
一
章
と
し
て
い
る
）
、
現
在

Ⅳ
、
隠
岐
島
・
禅
尾
山
国
分
寺
（
真
言
宗
）
の
「
佛
舞
」
楽
曲

の
「
佛
舞
」
に
用
い
ら
れ
て
い
る
楽
曲
は
、
手
製
笛
の
ィ
調
、
二
拍
子
を
壁

本
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
中
に
、
尚
蠅
曲
の
「
蘇
利
古
」
の
Ⅷ
影
も
残

し
て
い
る
が
（
隣
国
と
い
う
地
理
的
条
件
も
あ
る
か
）
、
全
体
的
に
は
柑
当

に
大
崩
れ
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
国
分
寺
の
「
佛
舞
」
そ
の
も
の
に
は

占
い
形
が
部
分
的
に
残
存
し
て
い
る
も
の
の
、
吾
楽
的
に
は
、
民
俗
化
し
過

ぎ
て
い
て
、
飴
原
の
形
に
辿
り
え
る
も
の
で
は
な
い
。

そ
れ
で
は
、
隠
岐
島
へ
「
佛
舞
」
が
い
つ
頃
、
誰
に
よ
っ
て
濡
さ
れ
た
の

か
を
知
る
こ
と
は
、
現
在
、
残
さ
れ
た
僅
か
な
資
（
史
）
料
か
ら
で
は
、
到

底
窺
い
知
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
「
佛
灘
」
を
伝
承
し
て
い
る
国
分
寺
が

建
久
年
間
以
前
に
は
廃
絶
し
て
い
た
よ
う
で
、
後
鳥
羽
院
の
頃
に
復
興
さ
れ

た
こ
と
は
、
「
復
興
記
」
に
兇
え
て
お
り
、
ま
た
、
国
分
寺
以
外
の
社
寺
に

は
、
国
分
寺
の
廃
絶
中
も
「
佛
舞
」
は
伝
承
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

次
に
、
「
隠
岐
国
往
右
旧
記
録
』
に
見
え
る
国
分
寺
六
坊
の
配
榿
が
大
阪

の
四
天
王
寺
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
国
分
寺
「
佛
舞
」
の
楽

曲
は
、
四
尺
王
寺
の
楽
曲
を
受
け
継
い
で
い
る
可
能
性
が
高
い
も
の
と
思
わ

れ
る
。そ
し
て
、
村
に
伝
わ
る
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
の
『
れ
ん
げ
之
覚
帳
』

や
、
天
保
六
年
二
八
三
五
）
の
「
高
田
神
社
祭
礼
記
録
」
を
見
る
と
、
こ

さ
』
ん
ト
レ
Ａ

の
時
点
で
、
「
佛
舞
」
の
他
、
「
獅
子
」
、
「
児
舞
」
、
「
山
神
」
、
「
中
門
口
」
、

は
唾

り
ん
か

「
華
舞
」
、
「
龍
之
舞
」
、
「
五
常
楽
」
、
「
輪
鶯
（
林
歌
こ
、
「
泰
平
楽
（
太
平
楽
こ
、

げ
ん
じ
よ
う
ら
く
ば
ど
ん

「
還
城
楽
」
、
「
抜
頭
」
、
「
眠
り
佛
」
、
「
貴
徳
」
、
「
入
れ
舞
」
等
の
十
数
曲
が

伝
承
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
さ
ら
に
、
島
に
残
る
口
碑
伝
承
で
は
、

往
昔
に
は
百
二
十
曲
に
な
ん
な
ん
と
す
る
楽
曲
が
あ
っ
た
と
い
う
。
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以
上
、
三
寺
の
苛
楽
を
中
心
と
し
た
比
較
を
通
し
て
、
「
佛
舞
」
を
こ
れ

ま
で
と
は
異
な
る
伽
度
か
ら
考
え
て
み
た
が
、
兄
て
き
た
よ
う
に
、
三
寺
の

中
で
、
本
格
的
な
音
楽
相
承
を
踏
ま
え
て
い
る
の
は
、
糸
崎
寺
だ
け
で
あ
る
。

他
は
お
そ
ら
く
ど
こ
か
で
そ
の
伝
承
が
途
絶
え
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

音
楽
的
に
は
、
さ
ら
な
る
専
門
家
の
詳
細
な
研
究
が
俟
た
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
大
事
な
こ
と
は
、
越
前
の
糸
崎
が
、
そ
の
昔
、
海
の
シ
ル
ク
ロ
ー

ド
の
岐
終
地
点
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
こ
が
新
た

な
文
化
の
宵
さ
れ
る
脚
際
的
な
表
玄
関
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
だ

と
す
れ
ば
、
「
佛
舞
」
は
、
中
央
（
都
）
か
ら
地
方
へ
伝
播
し
た
と
す
る
従

来
か
ら
の
胆
説
に
対
し
て
、
大
陸
か
ら
の
ダ
イ
レ
ク
ト
な
影
響
が
あ
っ
た
こ

と
も
碁
慮
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
（
如
上
に
指
摘
し

て
お
い
た
よ
う
に
、
ヨ
曲
」
が
糸
崎
の
「
佛
舞
」
に
使
用
さ
れ
て
い
た
痕

跡
か
ら
も
、
そ
れ
は
窺
え
る
〉
・

糸
崎
に
「
佛
灘
」
が
伝
来
し
た
千
三
面
（
十
年
前
は
、
脚
の
長
安
で
吉
楽

史
に
残
る
晋
楽
文
化
の
集
大
成
が
行
わ
れ
て
お
り
、
時
期
的
に
も
故
の
な
い

こ
と
で
は
な
い
。

す
な
わ
ち
、
先
稿
で
も
織
々
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
「
佛
舞
」
の
伝
承
さ

れ
て
ゆ
く
過
程
で
は
な
く
、
そ
の
伝
来
の
飴
原
の
姿
を
知
る
ｔ
で
、
糸
崎
の

「
佛
舞
」
は
、
所
詔
「
佛
舞
」
の
原
風
景
に
辿
り
着
く
こ
と
が
州
来
る
大
き

な
可
能
性
を
、
そ
の
形
態
面
だ
け
で
な
く
音
楽
的
な
要
素
の
中
に
も
秘
め
て

Ｖ
、
纏
め
に
代
え
て

「
佛
舞
」
の
原
風
景

い
る
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
、
糸
崎
の
「
佛
舞
」
は
、
さ
ら
な
る
中
国
と
の
比
較
洲
杏
・
研

究
が
、
舞
だ
け
で
は
な
く
、
音
楽
的
要
素
の
中
に
も
、
そ
の
解
明
が
今
後
に

一
段
と
期
待
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

註（
１
）
村
ｋ
美
蔽
志
「
「
佛
舜
」
追
跡
１
行
正
山
龍
堆
院
糸
崎
寺
の

場
合
ｌ
」
、
『
唱
導
文
学
研
究
』
第
三
集
、
三
弥
井
書
店
、
平
成

十
三
年
二
月
、
「
「
肯
王
山
龍
華
院
糸
崎
寺
縁
起
」
の
雛
刻
と
紹
介
」
、

「
咄
導
文
学
研
究
」
第
三
集
、
（
中
國
語
論
文
）
「
日
本
的
佛
舞
１
１

尋
伐
佛
舞
在
中
剛
的
源
頭
Ｉ
」
、
華
南
日
本
研
究
叢
書
之
二
中

Ⅱ
比
較
文
學
比
較
文
化
研
究
」
、
中
剛
廣
州
・
中
山
大
學
出
版
社
、

平
成
十
六
年
二
月
、
「
糸
崎
の
「
佛
舞
」
ｌ
「
糸
崎
寺
縁
起
」
と

そ
の
源
流
を
め
ぐ
る
付
郷
人
の
動
態
解
析
資
料
ｌ
」
、
「
咄
導
文

学
研
究
」
第
叫
柴
、
三
弥
井
書
店
、
平
成
十
六
年
十
月
。

そ
の
他
、
中
国
広
州
・
中
山
大
学
〈
平
成
十
三
年
十
二
月
）
、
昆

明
・
云
南
大
学
（
平
成
十
六
年
八
Ⅱ
）
等
の
国
際
学
会
で
、
「
佛
舞
」

の
研
究
発
表
・
講
演
等
を
行
っ
た
。

（
２
）
全
国
に
現
存
す
る
「
佛
鮮
」
は
、
秋
田
県
鹿
角
市
小
豆
沢
の

「
五
大
尊
舞
」
（
人
日
堂
）
、
長
野
県
下
伊
那
郡
阿
南
町
新
野
の
「
新

野
の
封
祭
り
」
（
伊
皿
神
社
）
、
静
岡
県
磐
川
郡
水
窪
町
内
浦
の

「
内
浦
田
楽
」
（
観
音
堂
）
、
周
科
郡
森
町
犬
宮
・
一
宮
の
「
色
香
」

（
犬
宮
神
社
・
小
国
神
社
）
、
天
竜
市
懐
山
の
「
懐
山
の
お
く
な
い
」
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（
泰
蔵
院
）
、
愛
知
県
北
設
楽
郡
設
楽
町
田
峰
の
「
田
峰
田
楽
」
（
高

勝
寺
）
、
南
設
楽
郡
鳳
来
町
門
谷
の
「
鳳
来
寺
川
楽
」
（
鳳
来
寺
）
、

福
井
県
福
井
市
糸
崎
町
の
「
佛
舞
」
（
糸
崎
寺
）
、
京
都
府
舞
鶴
市

松
尾
の
「
花
祭
り
（
佛
雌
会
こ
（
松
尾
寺
）
、
和
歌
山
県
伊
都
郡
花

園
村
梁
瀬
の
「
佛
舞
」
（
遍
照
寺
）
、
大
阪
市
天
王
寺
区
元
町
の

「
聖
霊
会
」
（
川
天
王
寺
）
、
島
根
県
隠
岐
郡
西
郷
町
池
川
の
「
蓮
蕊

会
舞
」
（
隠
岐
国
分
寺
）
の
十
三
が
、
こ
れ
ま
で
に
祷
兄
に
入
っ
た

佛
舞
伝
承
社
寺
で
あ
る
。

（
３
）
「
佛
舞
」
の
基
と
な
っ
て
い
る
「
菩
薩
の
舞
」
の
楽
曲
は
、
「
仁

智
要
録
」
巻
第
四
、
「
龍
鳴
抄
」
上
巻
、
「
楽
家
録
」
巻
第
三
十
八
、

「
拾
芥
抄
」
上
巻
等
に
「
壹
越
調
」
で
あ
る
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。

（
４
）
糸
崎
で
使
用
さ
れ
て
い
る
太
鼓
に
つ
い
て
詳
述
す
る
と
、

一
、
行
道
に
先
立
っ
て
打
た
れ
る
櫓
太
鼓
は
、
「
蘭
陵
王
」
の
舞
人

が
出
る
時
の
も
の
と
酷
似
し
て
お
り
、
一
番
太
鼓
の
舞
で
は
、

半
鐘
打
ち
に
枠
打
ち
が
混
じ
る
特
殊
な
も
の
で
、
鉦
は
全
く

の
添
え
物
と
い
っ
た
具
合
で
、
こ
こ
に
は
鉦
鼓
の
打
ち
方
の

名
残
を
止
め
て
い
る
。

二
、
二
番
太
鼓
の
舞
で
は
、
緩
や
か
な
皮
と
枠
打
ち
を
交
差
さ
せ

る
「
陵
王
乱
声
」
の
型
に
な
っ
て
い
る
。

三
、
三
番
太
鼓
の
舞
は
、
乱
れ
打
ち
と
枠
打
ち
か
ら
構
成
さ
れ
て

お
り
、
「
急
曲
」
の
打
ち
方
そ
の
も
の
で
あ
る
。

四
、
二
番
太
鼓
の
舞
と
三
番
太
鼓
の
舞
の
間
に
あ
る
「
念
菩
薩
の

舞
」
は
、
基
本
的
に
は
舞
曲
を
踏
襲
し
て
い
る
よ
う
で
、
舞

人
は
、
常
に
左
回
り
で
、
左
一
歩
、
両
足
を
揃
え
て
右
一
歩

と
進
み
、
手
に
持
っ
た
蓮
華
を
舞
台
の
上
の
経
机
に
置
く
と

い
っ
た
、
所
謂
菩
薩
供
養
の
「
迦
陵
頻
伽
」
を
佑
佛
さ
せ
る

も
の
が
あ
る
。

い
咄
叩
ふ
１
し

ま
た
、
各
舞
に
は
、
太
鼓
の
デ
ー
ン
・
デ
ー
ン
（
入
り
節

と
い
う
）
に
合
わ
せ
て
、
膝
を
折
り
、
腰
を
曲
げ
、
半
歩
開

き
を
す
る
動
作
な
ど
は
舞
楽
に
共
通
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

以
上
、
様
々
な
要
素
が
混
在
し
て
い
る
が
、
糸
崎
の
「
佛
舞
」
楽

曲
は
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
伝
統
的
な
も
の
か
ら
の
崩
れ
だ

け
で
は
説
明
の
つ
か
な
い
こ
と
が
多
い
の
も
、
ま
た
事
実
で
あ
る
。

す
え
な
お

（
５
）
肇
藥
の
楽
家
で
あ
っ
た
安
倍
季
尚
が
著
し
た
「
楽
家
録
」
（
元
禄

い
つ
け
よ
く

三
年
・
一
六
九
○
）
に
は
、
「
以
津
気
与
具
」
と
あ
る
も
の
で
、
夙

く
に
中
国
か
ら
伝
来
し
た
。
曲
」
（
盤
渉
調
調
子
、
音
取
）
は
す

参
り
よ
・
？
こ
、
つ
・
匂
〃
、

で
に
絶
え
て
い
る
の
で
、
「
烏
向
楽
」
（
遠
楽
）
と
し
て
再
興
さ
れ
、

演
奏
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
庭
儀
法
要
の
際
に
舞
わ
れ
る
も
の
で
、
左
方
の
舞
人

一
人
、
右
方
の
撫
人
一
人
が
伴
奏
に
合
わ
せ
、
Ｍ
時
に
舞
う
。
装

げ
い
ろ
う
こ

束
は
、
左
方
の
舞
人
が
鶏
婁
鼓
を
革
紐
で
首
か
ら
架
け
、
胸
に
吊

ぱ
ち

り
下
げ
、
右
手
に
溌
、
左
手
に
振
鼓
を
持
ち
、
右
方
の
舞
人
は
壹

鼓
（
中
央
が
細
く
く
び
れ
た
鼓
胴
の
舞
楽
用
鼓
）
を
首
に
架
け
、

あ
く
し
や
あ
く
の
や

胸
に
姑
り
下
げ
る
。
帷
舎
（
帷
ノ
屋
と
い
わ
れ
る
庭
儀
法
要
の
導

師
の
席
）
の
前
で
舞
う
の
で
、
「
帷
前
一
曲
」
と
も
い
わ
れ
、
庭
上
、

中
門
で
舞
う
時
は
、
「
庭
上
一
曲
」
、
「
中
門
一
曲
」
と
も
称
さ
れ
る
、
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「
行
道
」
に
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

唐
楽
の
演
奏
に
は
、
椅
絃
と
舞
楽
の
別
が
あ
り
、
さ
ら
に
、
祷

絃
の
み
の
曲
、
舞
楽
の
み
の
曲
、
管
絃
・
舞
楽
両
川
の
曲
の
三
様

が
あ
る
。
管
絃
と
は
、
舞
の
伴
奏
で
は
な
く
、
音
楽
を
葵
す
る
こ

と
で
あ
る
。
舞
楽
は
、
主
と
し
て
、
舞
の
出
入
り
の
部
分
や
、
箭

の
み
の
曲
、
序
吹
の
曲
な
ど
に
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
ご

ま
た
、
ヨ
曲
」
の
呵
能
性
に
つ
い
て
は
、
水
原
消
江
氏
が
、

「
越
前
糸
崎
寺
の
仏
舞
に
つ
い
て
」
二
日
本
民
間
音
楽
研
究
」
、
香

港
日
本
学
術
交
流
委
員
会
刊
、
昭
和
万
十
六
年
十
一
Ｈ
）
で
す
で

に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
成
稿
中
に
気
づ
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
「
佛

舞
」
の
音
楽
的
考
究
で
は
先
駆
を
成
す
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
余
談
で
あ
る
が
、
稿
者
が
糸
崎
の
「
佛
舞
」
の
本
格
的

調
査
に
着
手
す
る
以
前
に
、
奉
納
直
前
の
練
習
等
を
見
学
・
調
査

し
た
者
は
い
な
い
と
、
「
佛
舞
」
を
実
質
的
に
管
理
・
運
営
さ
れ
て

い
る
、
「
佛
舞
保
存
会
」
の
水
間
巳
代
治
氏
か
ら
伺
っ
て
い
た
が
、

さ
ら
に
確
認
す
る
と
、
か
な
り
以
前
、
練
習
会
に
参
加
し
、
ビ
デ

オ
等
に
収
め
て
い
た
男
性
が
一
人
い
た
こ
と
を
思
い
出
さ
れ
た
。

そ
れ
が
水
原
氏
だ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

〈
６
）
佛
教
を
弘
め
る
目
的
で
全
国
に
建
立
さ
れ
た
国
分
寺
は
、
伎
楽

や
舞
楽
を
始
め
、
中
央
の
文
化
の
秀
を
地
方
に
伝
え
る
も
の
で
あ

っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
都
か
ら
遠
く
隔
た
る
隠
岐
島
に
は
、
逆
に

古
い
形
の
も
の
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
当
然
の
こ
と
な
が

ら
、
国
家
の
威
信
を
背
負
っ
て
諸
国
に
伝
習
さ
れ
る
舞
楽
に
は
、

「
佛
舞
」
の
原
風
景

［
附
記
｝

平
成
十
七
年
川
Ⅱ
中
旬
に
、
糸
崎
寺
に
お
い
て
、
二
十
三
年
に

瘡
度
の
大
開
帳
が
行
わ
れ
た
。
以
前
は
十
日
間
に
一
旦
る
千
手
観
音

御
開
帳
並
び
に
佛
舞
の
奉
納
で
あ
っ
た
が
、
今
川
は
、
十
六
日

（
土
）
、
十
七
日
（
日
）
、
十
八
日
（
月
）
の
三
日
間
に
縮
小
さ
れ
、

楽
人
も
敦
賀
か
ら
の
応
援
を
得
て
、
ど
う
に
か
執
行
さ
れ
た
。
ど

こ
も
伝
統
芸
能
を
維
持
す
る
こ
と
は
大
変
な
こ
と
で
あ
る
。

た
だ
、
前
年
の
二
月
に
国
指
定
の
東
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指

定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
参
観
に
来
ら
れ
る
方
が
こ
の
十
数
年
の

そ
れ
相
応
の
重
み
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

例
え
ば
、
『
増
補
隠
州
記
一
に
よ
る
と
、
往
時
は
白
石
で
あ
っ
た

国
分
寺
の
寺
領
が
、
慶
長
五
年
（
一
六
○
○
）
に
は
、
僅
か
五
石

と
な
り
、
廃
寺
寸
前
の
本
堂
前
に
て
、
数
人
の
児
童
・
僧
侶
が
蓮

華
会
舞
を
五
年
に
一
度
、
旧
暦
の
大
凡
三
十
Ｈ
か
ら
三
日
間
に
百
一

っ
て
奉
納
し
て
い
る
様
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
述
か
ら
伝
統

を
守
ろ
う
と
す
る
村
人
達
の
情
熱
を
感
じ
取
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

現
在
は
、
隔
年
の
四
Ⅱ
二
十
一
日
に
正
御
影
供
の
法
会
と
し
て
奉

納
さ
れ
て
い
る
が
、
見
て
の
よ
う
に
、
元
来
は
、
密
教
系
寺
院
で

修
さ
れ
る
六
月
蓮
華
会
舞
楽
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

ま
た
、
『
隠
州
視
聴
合
記
」
に
は
、
建
久
の
末
年
に
国
分
寺
の
住

か
み
に
し

職
で
あ
っ
た
憲
舜
が
、
上
西
村
の
古
老
の
記
憶
を
基
に
し
て
、
「
佛

舞
」
を
復
興
さ
せ
た
と
す
る
伝
説
に
近
い
も
の
ま
で
あ
る
。

七



内
で
は
、
例
年
に
な
い
ほ
ど
の
大
変
な
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
た
事

尚
、
本
稿
は
平
成
十
六
・
十
七
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基

盤
研
究
（
Ｃ
）
（
２
二
等
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
む
ら
か
み
・
み
と
し
国
立
舞
鶴
高
専
人
文
科
学
科
教
授
）

に
は
安
堵
し
た
。

八


